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白
石
市
・
登
別
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
開
催

　

11
月
８
日
、「
白
石
市
・
登
別
市
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
ホ
ワ
イ

ト
キ
ュ
ー
ブ
で
開
催
し
た
。
式
典
に
は
、
本
市

と
登
別
市
の
ほ
か
姉
妹
都
市
の
海
老
名
市
や
友

好
都
市
の
札
幌
市
白
石
区
の
関
係
者
な
ど
約

１
８
０
人
が
出
席
。
今
後
の
さ
ら
な
る
友
好
・

親
善
交
流
を
誓
い
合
っ
た
。

　

姉
妹
都
市
締
結
は
、
明
治
３
年
６
月
、
白
石

城
主
・
片
倉
邦
憲
の
家
臣
団
な
ど
が
幌
別
郡
に

入
植
。
明
治
21
年
ま
で
片
倉
家
三
代
に
わ
た
っ

て
未
開
酷
寒
の
原
野
を
開
拓
し
た
歴
史
的
な
つ

な
が
り
が
縁
で
あ
る
。

　

昭
和
57
年
５
月
、
白
石
青
年
会
議
所
と
登
別

青
年
会
議
所
が
姉
妹
青
年
会
議
所
と
な
り
、
昭

和
58
年
10
月
26
日
、
両
市
が
姉
妹
都
市
締
結
を

行
っ
た
、
以
来
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化
、
福

祉
の
交
流
と
親
善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

式
典
で
風
間
市
長
は
、「
交
流
の
歴
史
を
積

み
重
ね
、
絆
を
太
く
強
く
創
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
先
輩
方
の
熱
意
で
交
流
の
扉
が

開
か
れ
、
多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
種
を
蒔

い
て
き
て
く
れ
た
か
ら
。
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
蒔
か
れ
た
種
は
、
白
石
市
・
登
別
市
・

海
老
名
市
の
３
市
に
よ
る
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

交
流
』
と
い
う
花
を
咲
か
せ
、
札
幌
白
石
区
も

含
め
た
大
き
な
交
流
の
大
輪
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
り
誇
り
。
こ
の
大
輪

の
花
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
た
な

種
を
蒔
き
、
友
情
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
小お

笠が
さ

原わ
ら

春は
る

一い
ち

登
別
市
長
は
、「
８

月
に
登
別
市
で
開
催
さ
れ
た
『
登
別
市
・
白
石

白石市・登別市姉妹都市締結30周年
友好・親善交流を誓い合う！

市
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

会
』
に
は
、
白
石
市
の
ほ
か
、
海
老
名
市
や
札

幌
市
白
石
区
の
関
係
者
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
喜
び
を
分
か
ち
合
え

た
こ
と
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
で
感

謝
す
る
。
今
後
も
さ
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
、

３
市
１
区
の
絆
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
海
老
名
市
内う
ち

野の

優ま
さ
る

市
長
が
、「
首
長

同
士
が
仲
が
良
い
こ
と
が
さ
ら
な
る
市
民
間
の

交
流
に
つ
な
が
る
。
来
年
は
白
石
市
と
海
老
名

市
が
姉
妹
都
市
を
結
び
20
周
年
。『
友
だ
ち
の

友
だ
ち
は
友
だ
ち
』。
30
周
年
を
契
機
に
、
３

市
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
、
本
市
の

櫻さ
く
ら

井い

和か
ず

人と

学
芸
員
が
、「
片
倉
家
臣
団
の
北
海

道
開
拓
」
に
つ
い
て
講
演
。
戊
辰
戦
争
の
敗
北

か
ら
北
海
道
開
拓
に
渡
る
ま
で
の
経
過
な
ど
を

説
明
し
た
。
講
演
の
結
び
で
櫻
井
学
芸
員
は
、

登
別
町
史
で
は
、
当
時
の
町
長
が
序
文
で
『
開

拓
の
斧
を
初
め
て
ふ
る
っ
た
の
は
…
白
石
城
主

の
片
倉
一
門
で
あ
っ
た
』
と
、
登
別
開
拓
の
第

一
歩
に
片
倉
家
臣
団
を
位
置
付
け
、
さ
ら
に
そ

の
序
文
の
前
に
片
倉
信
光
さ
ん
の
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
、
登
別
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
の
変
遷
」
の
冒
頭
の
記
事
が

「
明
治
２
年
の
片
倉
家
の
幌
別
郡
支
配
を
命
ぜ

ら
れ
る
」
と
い
う
所
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
ふ
れ
、「
登
別
の
皆
さ
ん
が
白
石
と
片
倉
の

殿
さ
ま
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

る
。
武
士
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
渡
っ
た
私
た

ち
の
先
祖
が
築
い
た
こ
の
関
係
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
子
孫
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。
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白石市・登別市姉妹都市締結 30 周年

民交流に
重点を置

いて30周年。幅
広い交流を続け
ていこうと交流
を深めてきた。
８月の登別市で
の記念式典では
姉妹都市の各市
民団が相互に交
流。地獄まつり
のパレードに白
石市民団も参加

し、よい思い出になった。30周年を機
に姉妹都市・友好都市との交流がます
ます拡大していくことを願う。

太
だ

宰
ざい

　雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さん

白石市姉妹友好都市
交流協会長

年はすばら
しい歴史だ

と思う。東日本大
震災以降、本市
を支援していただ
いた姉妹都市や
友好都市の皆さ
んとのつながりや
絆をより強く感じ
ている。
　来年は海老名
市との姉妹都市
締結20周年。姉

妹都市の子どもたちが白石の地を感じ
ながら交流できるイベントなどを考
え、未来を担う子どもたちが視野を広
げてくれたらうれしく思う。

佐
さ

藤
とう

　善
よし

一
かず

さん

一般社団法人
白石市観光協会長

1_式典であいさつを行う風間市長。式典には約180人が参加　2_祝賀会のアトラクションで「景綱囃子」を披露する「大鷹沢子ども太鼓」。演奏
後、大きな拍手で会場が沸いた　3_式典のアトラクションで「白石子守歌」など２曲を披露する吉

よし

村
むら

昌
まさ

美
み

さん。パイプオルガンの消え入るよう
な繊細な弱音から体を揺さぶるような重低音が会場に響き渡った　4_10月15日、登別市・白石区を訪問した「大鷹沢自治会長会」の代表が、末
永い友好と震災復興支援への感謝の気持ちを込めて、小笠原登別市長と内野海老名市長、白石区ふるさと会の武

む

藤
とう

征
まさ

一
かず

会長に「白石城下絵図」
を寄贈　5_祝賀会のアトラクションで「仙南長持唄」を披露する白石市文化協会の左から一

いち

條
じょう

泉
せん

鈴
れい

さん（尺八演奏）、本
ほん

郷
ごう

一
いち

良
りょう

園
えん

さん（唄）、一
條武

たけ

治
じ

さん（うけ）　6_８月25日、登別市「交流の森」で行われた記念植樹。参加者はそれぞれの想いを込めて、ヤエザクラとエゾヤマザクラ
を植えた
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